
 

 

広商議産振発第 395 号 

令 和 6 年 4 月 1 1 日 

部会員各位  

 

                          広島商工会議所 

                                           建設業部会長  迫 谷 浩 司 

 

建設産業魅力発信事業特別企画「現場で活躍する若手技能者･技術者特集」 

実施に伴う  取材協力事業所の募集について  

（ お 願 い ） 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。  

  平素より当部会運営につきましては､格別のご高配を賜わり､厚くお礼申しあげま

す。 

  さて、当部会では、建設現場の最前線で活躍する様々な職種の建設技能者･技術

者にスポットを当て、その業務の魅力を広く発信し、建設産業の役割やその重要性

について理解と関心を高めるとともに、地場建設産業の将来の担い手確保に寄与す

ることを目的として、特設サイトを開設いたしております。  

（*http://jobinterview-epc.hiroshimacci.or.jp/wordpress/） 

  同サイトでは、当部会に所属する 20 社にご協力いただき、多彩な職種の建設技

能者・技術者のインタビュー記事を掲載するなど、仕事の内容･魅力を発信しており

ます。 

  本年度におきましては、特別企画として、現場で活躍されている若手技能者･技術

者を本サイトにて紹介いたしたく、下記のとおり取材協力いただける事業所を募集い

たします。 

  つきましては、ぜひとも取材協力いただきますようお願い申しあげます。  

敬 具 

記 

 

【 募集する事業所 】 

  取材協力いただくことができる若手（20 代）の技能者または技術者を擁する広島

商工会議所建設業部会所属事業所 3 社 ※（3 職種・3 人） 

 
 

【 取材実施時期 】 

令和 6 年 6 月～9 月頃  

  ※インタビュアーと本所事務局が、建設現場または貴社事務所などを訪問し、1 時

間程度、ご本人様に取材させていただきます（後日日程調整します）。 

 

【 聴取希望事項・聴取方法  】 

  取材当日は、「仕事の内容」、「建設業界を目指したきっかけ」、「仕事上の苦労」、

「仕事の魅力･やりがい」、「建設業界に興味をもった方へのメッセージ」などについ

て、インタビュアーによるインタビュー形式で、個別にお話を伺います。 

  また、本所事務局が、使用されている“仕事道具”、“1 日のタイムスケジュール”に

ついてお伺いします。 

http://jobinterview-epc.hiroshimacci.or.jp/wordpress/


 

 

 

【 作成する原稿のイメージ 】 

  別添をご参照ください。  

 

【 取材協力申出方法  】 

  取材協力申出書により、5 月 31 日（金）までにご連

絡ください。 

 

【 取材協力先選定方法 】 

  取材協力に関するお申し出をいただきました事業

所の中から、事務局と協議のうえ、取材対象を選定

いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本件に係る連絡先  

広島商工会議所  

産業･地域振興部 産業振興課 【担当：渡部・田中】  

〒７３０－８５１０ 広島市中区基町５－４４  

ＴＥＬ（０８２）２２２－６６５１ ＦＡＸ（０８２）２２２－６４１１  

Ｅ－ｍａｉｌ： ｗａｔａｎａｂｅ＠ｈｉｒｏｓｈｉｍａｃｃｉ．ｏｒ．ｊｐ  
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  ＦＡＸ№（０８２）２２２－６４１１ 
   広島商工会議所 産業振興課 渡部行き 

                                       

                                                         

 
 

 

 
 

 

 「建設産業魅力発信事業」 取材協力申出書 
 

 

 

 

 

 

標記事業に取材協力します。  

 

会社  

名称  

    

 取材協力することができる方の職種・仕事内容  

所在地  

〒        －  

  
   

 
担当者  

役職･氏名    
メール  

アドレス    
 

 

 

 

※本申出書にご記入いただきました情報は、本事業における取材、本所からの各種連絡･情報提供のために使用いたします。  


